
  

   光る！リーダーシップ！ 

 「若者・女性の活躍推進」取組事例【 １８ 】 

株式会社くにびきフットボールクラブ  

【企業データ】 

代表者 代表取締役 坂田 克昌 会社設立年 ２００９年 従業員数 ５人         

本社所在地  島根県出雲市矢野町150-1 萬代ビル306号室 ホームページ http://www.kunibiki-fc.co.jp/ 

事業内容  ジュニア（園児～小学校６年生）や大人向けサッカースクール、ジュニアユース（中学生）の実施・運営等 

■背景・きっかけ： 
 「株式会社くにびきフットボールクラブ」は、サッカーを通じて青少年の健全育成と 
地域サッカーのレベルアップを図るため、 1996年に設立された。2009年には、地域 
に根差し、地域の活性化に貢献する企業として、「株式会社くにびきフットボール 
クラブ」として法人化した。現在は、Ｊリーグ・サンフレッチェ広島の提携クラブとし 
て、山陰地域の選手育成クラブとして、キッズからジュニアユースまでの小中一貫 
指導体制の中で、多くの子供達が楽しく汗を流している。また、「おとなのサッカー 
教室」を開設し、アフターファイブを楽しむ大人のニーズにも応えている。 
 クラブは、「クリエイティブで自立した選手育成」というサンフレッチェ広島の育成 
方針に沿った指導により、人間的にも有望な選手の育成を目指すと共に、企業 
として、なにより「地元に貢献できる人間の育成」を目指している。スポーツを 
通じて、次代を担う子ども達に活力を与えなければならない。急務の課題は、 
このような目的を共有でき、高い志を持った若手コーチの採用と育成である。 

代表取締役 坂田 克昌 氏 

島根県出雲市でサッカースクールやジュニアユースの運営を行う 
株式会社くにびきフットボールクラブ。 代表取締役の坂田さんは、サッカー事業
を通じて、「夢と感動を共有し、地域に貢献する」をモットーに、次代のサッカーと
子どもの育成を担う若手コーチの育成に積極的に取組んでいる。 

■ 取組内容・効果： 
 広く人材を集め、指導体制や広報・運営活動に力を入れようと、25年度からジョブ・ 
カード制度の有期実習型訓練を導入し、２人の訓練生を受け入れている。同制度 
では、綿密に練られた訓練カリキュラムに沿って訓練を実施することで、細やか 

な指導を可能とし、企業のニーズに合った人材を育成することができる。坂田社 
長が中心となって、詳細な訓練カリキュラムと評価シートを作成した。中でも同社 
では、次代のサッカーを担う活気ある子どもたちを育成し、地域に貢献するという 
大きな目的を共有できる志の高い人材の育成を目指している。サッカー技術は 
もちろんのこと、子どもたちの手本となるような人材であること、地域経済のＰＲに 
資するような広報・運営活動を効果的に実施することができることなど、細部にまで気を配りながら訓練を実施するよ 
う心掛けている。会社の理念や目的を明確に伝え、それを受け止めることができる人材の育成に尽力することは、人 
材の定着と、ひいては会社の経営や事業戦略をも左右する。「夢と感動を共有し、地域に貢献する」をモットーとする 

同社の信念を、訓練生がいち早く理解し、吸収してくれるであろうことを期待している。 

■今後の展望と課題 
 クラブの理念である「サッカー事業を通じて、夢と感動を共有し、地域に貢献する」をモッ
トーに、これからも高い志を持って取組んでいく。クラブを巣立った子ども達が広い世界で 

活躍することを期待しつつ、夢を共有する若手コーチの育成に尽力していきたい。   

【サッカースクール等 
 の実施・運営】 

「スポーツを通じて、地域に貢献する！」 
坂田社長の取組をご紹介します 

（左）天野さん、（左下）
永井さん、ジョブ・カード
制度に参加した訓練生。
練習場として使用 して

いるサン電子工業㈱出
雲工場内のサッカー場
で。 

（サンフレッチェくにびきフットボールクラブ） 
（島根県出雲市） 
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